
ⅢⅢ．．現現状状とと課課題題  

 

11  県県民民のの皆皆様様かかららののごご意意見見・・ごご要要望望   

本県では社会情勢の変化に伴って多様化する県民ニーズを把握するため、直接県民の皆様からのご意見やご要望をお聞きするための県政モニター

制度を設けています。ここでは、平成１３年度に行った今後の社会資本整備の方向に関連の深い 7つの項目について調査結果を記載しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

＜ 県民意向にみる社会資本整備の将来目標 ＞ 

【 社会資本整備の方向としての県民意向 】 
◆ あなたの望む都市の将来像 

 

 

 
◆ 都市の活力を強化するための機能 

 

 

◆ 交通施策として力を入れるべき事項 

 

 

 

◆ 交通ネットワークの強化として最優先に考えるべき施策 

 

 

 

 

 

◆ 保全・充実させていくべき緑地のあり方 

 

 

 

◆ 最優先に取り組むべき市街地整備 

 

 

 

◆ まちづくりへの住民参加を進めていくための行政のあり方 

 

 【 将来の目標 】 

【安 心】 
安全で安心できる地域づくり 

【暮らし】 
豊かな生活環境の実現と県民協働 

【環 境】 
自然環境の保全・再生と循環型社会の形成

【地 域】 
地域の再生・活性化と魅力の向上 

【元 気】 
産業の国際競争力の強化と広域交流の拡大

（道路や公共交通機関の）バリアフリー施策

鉄道・バスなどの公共交通の利便性の向上

計画策定過程での住民参加 

鉄道駅周辺の再整備 

公共施設や建築物のバリアフリー化 

街路樹・ポケットパーク等を整備し、新しく緑のネットワークを形成

丘陵地や河川など都市の骨組みとなるような自然の緑を保全

空港への連絡接続を強化 

各市町村間の連絡接続を強化 

住民に身近な生活道路の強化 

地域の特性を活かし、まちづくりと一体となった商業活動の活性化 

災害に強く、安全で安心に暮らせる都市

自然環境と調和した都市 
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22  社社会会資資本本にに関関すするる現現状状とと分分析析   

 

本県においては、各社会資本の整備率は全国平均を下回っているものが存在し、 

依然として十分であるとは言えない状態です。 

 

 

（１）道路整備率（一般国道指定区間外＋都道府県道）(%) 

愛知県（名古屋市を除く） 全国 

平成１４年度 平成１４年度 

４５．７ ５４．１ 

道路整備率 

＝（改良済延長－混雑度 1.0 以上延長）／道路の実延長 

道路統計年鑑 2004 より算出 

 

（２）一人あたりの都市公園面積(㎡/人) 

愛知県（名古屋市を含む） 全国 

平成１４年度 平成１４年度 

６．５５ ８．４８ 

 

（３）河川整備率（時間 50mm以上）(%) 

愛知県（名古屋市を含む） 全国※ 

平成１４年度 平成１４年度 

５０ ５８ 

※全国の指標は氾濫防御率である。 

 

（４）下水道普及率（処理人口／行政人口） 

愛知県（名古屋市を除く） 全国 

平成１４年度 平成１４年度 

４２．７ ６５．２ 

 

（５）土砂災害危険箇所の整備率 

①土石流危険渓流(%) ※1) 

愛知県（名古屋市を除く） 全国 

平成１４年度 平成１４年度 

１５ １９ 

  

②急傾斜地崩壊危険箇所(%) ※2) 

愛知県（名古屋市を含む） 全国 

平成１４年度 平成１４年度 

【愛知県おける社会資本整備状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(参考※)

(2)

  
 

※３）
※１）

※２）
 １７．８ ２３ 

 

（７）市街地整備率(%) ※3) 

愛知県（名古屋市を含む） 全国 

平成１４年度 平成１４年度 

２２．５ ２０ 
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33  モモノノづづくくりりのの現現状状とと課課題題   

((11))  企企業業ににおおけけるる海海外外生生産産比比率率のの拡拡大大   

本県は世界的なモノづくりの集積地であり、昭和５２年以来連続し

て日本一の製造品出荷額を記録しています。しかしながら、アジアを

中心としたグローバルな競争が激化する中、製造業の海外展開等に伴

う国内産業の空洞化が進行しており、国際競争力の強化のためにさら

なる対策が必要とされています。 

 

 

 

【企業における海外生産比率の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

((22))  国国際際的的なな物物流流機機能能のの立立ちち遅遅れれ   

東アジア諸国におけるコンテナ取扱に関する我国の主要港湾の相対

的な地位は低下しており、当地域においても国際競争力の強化のため

の物流機能の強化が急務の課題となっています。 

 

【主要港湾におけるコンテナ取扱量の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典；「新世紀への飛躍～愛知 2010計画 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ報告書(平成 15年度) 平成 16年 3月」 
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44  地地域域社社会会のの現現状状とと課課題題   

((11))  中中心心市市街街地地ににおおけけるる人人口口のの空空洞洞化化  

愛知県は、人口 220 万人の政令市・名古

屋市の周りに、豊橋市、豊田市など人口 30

万人前後の中核的な都市が分散する多核的

な都市構造となっています。しかしこれら

の都市の中心部から郊外の住宅地へ人口が

流出し、同時にロードサイド店舗の進出・

発展により、中心市街地の商店街が衰退し

てきています。 

【市町村別人口増加率】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【中心市街地の人口推移】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

((22))  道道路路交交通通渋渋滞滞   

本 全国で

人々 する場

同等 規模の

など 渋滞に

して 。 

【車

【輸送

渋

 

((33))  道道路路整整備備がが進進んんででいいなないい三三河河山山間間地地域域  

三河山間地域などの農山村地域では、過疎

化による人口減少と高齢化が進行している

客流
出典；あいちの人口 

出典；総務省統計

出典；豊橋市中心市街地活性化基本計画 出典；国土交通

  
 

にによよるる損損失失時時間間がが多多くく発発生生

最も車両保有台数が多く、

合の自動車への依存度が
他府県と比べて と

よる損失時間が 生

両保有台数】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

機関分担率】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

滞損失時間】 
 
 
 
 
 
 
 
 

なかで、日常生活を支える上で不可欠な道路

は、県全体と比較して、その改良率が低い状

況にあり、地域振興や生活利便性および防災

等の面で問題が生じています。 

【市町村別高齢化率】 

（65歳以上人口の占める割合） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【本県の道路改良率】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典；あいちの人口（平成 14年 10月 1日現在）

動調査 平成１２年度データ

三河山間部； 

額田町、藤岡町、 

小原村、足助町、 

下山村、旭町、 

稲武町、設楽町、 

東栄町、豊根村、 

富山村、津具村、 

鳳来町、作手村 

の三河１４町村の

区域 

局 HP 平成１４年度末データ
【

出典；旅
県は、

が移動

の経済

から、

います
 
 
 

省資料（平成 14 年
高いこ

多く発
 
 
 

出典；愛知県建設部道路建設課資料

度） ※市町村名は調査時点の表示です 
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55  自自然然環環境境のの現現状状とと課課題題   

((11))  水水質質改改善善がが遅遅れれるる伊伊勢勢湾湾･･三三河河湾湾  

河川の水質については、下水道の整備など生活排水対策を推進し

ており、環境基準の達成率は除々に上昇しています。しかし、人口

の増加などに対応する生活排水処理施設の整備が遅れている都市及

びその周辺を流れる中小河川などでは、生活排水の影響により依然

として改善が進んでいない水域もみられます。 

また閉鎖性水域である伊勢湾・三河湾では、有機汚濁の指標であ

る化学的酸素要求量（COD）の環境基準の達成率は、年度によりばら

つきがあるものの概ね横ばいの状況で推移しており、依然として富

栄養化の進行による赤潮の発生、貧酸素水塊の生成が見られるなど

水質改善が進まない状況にあります。今後、一層の改善を図るため

には下水道の整備普及など陸域から流入する有機汚濁物質の削減や

海域の浄化能力の回復など多面的な取り組みが求められています。 

【河川(BOD)及び海域(COD,T-N,T-P) 

における環境基準の達成率の推移】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【赤潮発生件数・延べ日数の推移】(伊勢湾及び三河湾) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

((22))  望望ままれれるる水水辺辺環環境境のの保保全全とと活活用用   

本県の海岸延長は 595km に及んでおり、古くから生活・通商・漁業・環境の

場として重要な役割を果たしています。 

海岸の自然環境では、水質・砂浜・海辺の動植物の保全・再生がのぞまれて

いるほか、公園・緑地などの整備により、身近な自然環境の活用が求められて

います。 

【海岸に対する地域住民アンケート】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

((33))  リリササイイククルルのの取取りり組組みみ促促進進   

本県では、平成１４年度から「愛知県リサイクル資材評価制度（愛称：あい

くる）」を導入し、公共工事でのリサイクル資材の利用促進を図っています。 

あいくるの認定資材は着実に増加しており、今後より一層のリサイクルの取

り組みを促進していくことが求められます。 

【あいくる認定資材の推移】 
 
 
 
 
 
 
 

出典；「あいくる」パンフレット 
（愛知県）

出典；愛知県環境部 

「環境白書」（H16）

出典；愛知県環境部 

「環境白書」（H16）

  
 

12



66  生生活活環環境境のの現現状状とと課課題題  

(

 

(11))高高齢齢化化社社会会のの進進展展ととユユニニババーーササルルデデザザイインンのの広広ががりり   

我が国では、世界でも類を見ないほど、急激な高齢化が進んでおり、高齢化率は２

０３０年には約３０％に達すると予測されています。しかしながら、高齢者に配慮し

た設備や仕様を有する住宅ストックはまだまだ十分整備されているとはいえません。

また、人にやさしい道路環境も整備されているとはいえず、歩道の段差解消や十分な

歩道幅員の確保などが望まれています。 

一方で、障害のある人も障害の無い人も共に生活し、活動する社会を目指す「ノー

マライゼーション」や誰もが使いやすい施設のデザインを目指す「ユニバーサルデザ

イン」の考え方も広がっており、「人にやさしい街づくりの推進に関する条例」に基

づく公共施設や道路などの整備を一層進めていくことが望まれます。 

【高齢者人口の推移】        【高齢者向け設備や仕様を 

有する住宅ストックの状況】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典；あいちの人口（各年 10月 1日現在）    
 

【道路整備に望むこと】 
 

出典；平成 10年住宅需要実態調査 
 
 
 
 
 
 
 
  出典；内閣府「道路に関する世論調査」（平成 13年） 

 

((22))持持ちち家家とと借借家家のの格格差差   

愛知県の１住宅当たりの延べ床面積は年々増加をし

ていますが、持ち家と借家の格差は大きく、しかも借

家においては平成５年以後減少に転じています。全て

の世帯での達成を目標とした最低居住水準未満世帯の

割合も、着実に低下してはいるものの依然として存在

しています。 

【所有関係別１住宅あたり延べ床面積の推移】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典；住宅・土地統計調査 
 

【最低居住水準未満世帯の割合の推移】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典；住宅・土地統計調査 
最低居住水準 

   健康で文化的な住生活の基礎として必要不可欠な水準であり、 

世帯人員の応じて基準となる床面積を設定 
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77  安安全全でで安安心心ででききるる地地域域づづくくりりのの現現状状とと課課題題   

((11))地地震震へへのの備備ええ   

平成 14年 4月の東海地震に係る地震防災対策強化地域の指定

に加えて、平成 15 年 12 月には東南海・南海地震に係る地震防災

対策推進地域が指定され、合わせて県内で 81 の市町村(指定時)

が指定を受けています。愛知県では、道路等の社会基盤や県有庁

舎施設の耐震化、民間木造住宅の耐震化促進などの防災対策を推

進していますが、県民への意識啓発も含め、早急かつ確実な実施

が求められています。 

(棟)

【東海地震と東南海地震】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典；中央防災会議資料 
 

【建物被害の分布予測（東海・東南海・南海）】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典；中央防災会議資料 

((22))都都市市部部ににおおいいてて多多発発すするる洪洪水水被被害害   

本県は西部の広大な海抜ゼロメートル地帯をはじめ、低地区域が多い状況

にあります。また、洪水の想定氾濫区域は県土のおよそ２割を占め、そこに

県民の３００万人以上が居住し、４０兆円を超える資産があります。 

平成１２年９月の東海豪雨においては新川をはじめ県内河川の２０箇所

が破堤、３１５箇所が越水したほか、排水能力を超える雨水の流入などによ

り、県内７２市町村(被災時)で 62,000 棟を超える浸水被害が発生しました。 

近年、気候変動により、集中豪雨が多発する傾向にあり、着実な河川整備

とともに、流域対策を含めた総合的な対策や危険予知情報の周知などソフ

ト・ハード両面の対策が求められています。 

【県内の水害被害額】        【東海豪雨による被害額】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典；愛知県建設部河川課資料 
出典；あいちの河川と海岸 

 

【東海豪雨の被害家屋棟数】 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

出典；愛知県建設部河川課資料 
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((33))土土砂砂災災害害危危険険箇箇所所のの増増大大   

本県では、過去１５年間（平成元～１５年）に、年平均１５件

の土砂災害が発生している。また、近年都市化の進展に伴い宅地

が山麓部まで広がり、土砂災害の危険箇所が増加しています。 

 

【過去１５年の土砂災害の発生件数】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典；愛知県建設部砂防課資料 
 

【土砂災害危険箇所数の推移】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典；愛知県建設部砂防課資料 

((44))依依然然ととししてて高高いい交交通通事事故故のの発発生生件件数数   

本県は全国的にも自動車保有台数が多く、地域特性や産業構造の特性か

ら人の交流や物流の手段として自動車に依存する割合が高い地域です。ま

た、自動車保有台数運転免許保有者数はいずれも年々増加傾向にあり、こ

のような社会情勢を背景に、交通事故死者数は近年減少しているものの、

死傷事故件数は依然として増加傾向にあり、県内の交通事故を取り巻く状

況は依然として厳しいものがあります。 

 

【交通事故死者数の推移】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典；愛知の交通事故(愛知県警本部) 
 

【死傷事故件数の推移】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出典；愛知の交通事故(愛知県警本部) 

  
 

15


	Ⅲ．現状と課題
	県民の皆様からのご意見・ご要望
	社会資本に関する現状と分析
	モノづくりの現状と課題
	企業における海外生産比率の拡大
	国際的な物流機能の立ち遅れ

	地域社会の現状と課題
	中心市街地における人口の空洞化
	道路交通渋滞による損失時間が多く発生
	道路整備が進んでいない三河山間地域


	chapter3-2.pdf
	自然環境の現状と課題
	水質改善が遅れる伊勢湾･三河湾
	望まれる水辺環境の保全と活用
	リサイクルの取り組み促進

	生活環境の現状と課題
	(1)高齢化社会の進展とユニバーサルデザインの広がり
	(2)持ち家と借家の格差

	安全で安心できる地域づくりの現状と課題
	(1)地震への備え
	(2)都市部において多発する洪水被害
	(3)土砂災害危険箇所の増大
	(4)依然として高い交通事故の発生件数





